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研究成果の概要（和文）：口語英語（口頭発表英語）について、英語資料（PubMed生命科学関連英語論文アブストラク
ト、TEDカンファレンスの科学関連話題スクリプト他）を入手しコーパスを作成、コンコーダンス、コロケーションな
どを分析し、論文英語との違いを研究した。日本人英語コーパスとネイティブの英語コーパスにおける、動詞頻度比較
をすることで、日本人英語の特性（口語英語と論文英語における動詞の使用実態）を明らかにした。分析の結果、日本
人英語では、口語英語と論文英語において、動詞の使用頻度に明確な差がない場合が顕在し、単語の使用域を意識し、
より自然な英語を生成する必要性が確認され、改善に向けて具体的提言を行った。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research was to analyze English sentences produced by Japanese 
researchers with the goal of shedding light on common problems, and to help researchers improve their 
English for presentations. It is not uncommon for native Japanese speakers to produce unnatural English 
sentences, even if those sentences are correct in terms of grammar and vocabulary. To make the trouble 
spots clearer, three corpora were compiled; one consisted of academic written English by native English 
researchers, the second was spoken English by native English speakers and the third was academic written 
English by Japanese researchers. By analyzing each corpus and comparing the results, Japanese researchers 
were found to generally lack a sense of distinction between written English and spoken English, which 
leads to their inclination to overuse basic English verbs in academic writing when words originating from 
Greek or Latin are generally preferred.
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本の英語教育では、伝統的に文法力と、
語彙の獲得の重要性が強調されてきた。これ
は、必要条件であっても、学術目的に叶う英
文を生成するには、十分条件ではない。辞書
と文法力さえあれば自然な英語が生成できる
という誤解が、日本人の生成する英語を不自
然なものにしている。語彙力と文法力から
(This method may probably prove to be 
effective.) というような英文が生成されて
も不思議ではない。しかし、このような英文
はネイティブが生成する英文には存在しない。
may は非常に確率の低い推量に使われるが、
一方probablyは通常、日本語表現の「十中八
九」に近い、高い確率予想に使われる語であ
る。従って、probablyはmayと共に使われる
（共起する）ことはなく、通常will・should
と共に使われる。語彙力＋文法力だけでは、
文法には叶っているが奇異な英文を生成する
ことは避けがたい。Evidence Based English
（EBE）に主眼を置いた英語の習得が、現在歴
然としてある英語力格差の解消のためには急
務であると言える。 
 
２．研究の目的 
 

本研究の目的は、医学・薬学等生命科学関
連分野を専門とする日本人研究者らが、論文
発表および口頭発表において、学術目的に叶
う自然な英文を生成するのを支援すること
である。 

日本人は、日本語表現の影響を受け直訳し
た英語表現を生成しがちである。しかしなが
ら、日本人が好んで使う英語表現（high pos
sibility等）や文法に叶った表現（may prob
ably cause ...等）であっても、ネイティブ
の生成する英語には存在しないという証拠
を提示し、自然な英語を基本とした論文英
語・口頭発表英語の生成を心がける必要があ
ることを実証する。 

通常相当な時間と労力をかけ語感を鍛え
なければ、自然な英語表現を生成することは
出来ず、学術目的に叶う英語(EAP=English f
or Academic Purposes)の習得は難しい。コ
ーパスを利用した、共起、コンコーダンスな
どに関する情報即時提示システムを構築し
一般公開することで、語彙力＋文法力を基本
としながらも、自然な学術英語の生成支援を
目指す。 
実際に学術分野（生命科学関連分野）で使

われているネイティブスピーカの英語（PubM
edから入手し構築した約1億語の英文資料＝
英文コーパス）とTedTalksなどの口語英語を
計量的に分析することにより、論文英語・口
頭発表英語の両面から、生命科学分野に特化

した自然な英語の実態（頻出語彙・頻出表現・
共起表現＝単語間の親和性）を調査・研究す
る。得られた知見を一般に利用できるよう公
開することで、日本人研究者らが研究成果を
学術英語の標準に即した形で発信できるよう
に、論文発表・口頭発表の両面から学術英語
の習得を強力に支援する。 
 
３．研究の方法 
 
3つの英文資料（英文コーパス：①英語を母

語とする研究者らの学術論文 ②日本人の英
語論文 ③英語を母語とする研究者らの口語
英語）を基礎資料とし対比分析により、論文
英語におけるネイティブの英語表現の特徴、
日本人英語の特性、ネイティブの口語英語の
特性を解析した。 
以下、本研究のために構築したコーパスで

ある。 
 

（１）PubMedより生命科学関連英語論文アブ
ストラクトの収集（ネイティブ版英文コーパ
ス 約1億語） 

  （ネイティブ論文英語の特性分析） 
（２）PubMedより生命科学関連英語論文アブ
ストラクトの収集（日本人版英文コーパス 
約1千万語） 

  （日本人英語の特性分析） 
（３）TEDTalksを利用した口語英語の収集（ネ
イティブ版口語英文コーパス 約40万語） 

  （ネイティブ口語英語の特性分析） 
 
 上記３つのコーパスを使い、語彙の頻度、
共起の実際などを分析し、論文英語、日本人
英語、口語英語の特性を明らかにした。  
 
４．研究成果 
 
「近くで車とバスがぶつかって、けがをした
人が病院にいっぱい来た」という表現は極め
て口語的である。報告文では、同じ内容を伝
えるのに、「近隣にて乗用車とバスの衝突事
故あり。負傷者が多数来院。」のように漢字
を多用した表現になる。単語にはそれぞれ使
用域があり、口頭発表における頻出語と論文
での頻出語は当然違う。本研究では、単語ご
との出現頻度、共起など分析したが、特に動
詞の用法に着目した。 
 
（表１）基本動詞の頻度比較 

 

 
英米人論文 

（1,000 万語） 
日本人論文 

（1,000 万語） 
get 48 381 
give 2,455 5,698 
put 50 171 



表１は、いわゆる基本動詞の出現頻度比較で
ある。この表が示す通り、日本人英語論文で
は、getなど基本動詞の出現頻度が、英米人の
論文に比べると非常に高い。通常「得る」を
意味する場合に、get は口語英語で多用され
る語である。しかし、論文英語では、「得る」
を意味動詞としては、obtain・acquireなどが
使われ、getが使われることはほとんどない。
日本語論文で、平仮名よりも漢字表現が好ま
れると同様に、英語論文では、ギリシャ・ラ
テン語に由来する語が好んで使われる。「得
る」という意味でのgetの利用は英語論文では
歓迎されない。しかしながら、日本人英語コ
ーパスを分析すると、基本動詞の異常な高頻
度からもわかる通り、論文英語に口語英語が
混在する。これは、日本人英語の特性である
と言える。 
 

（表２）resistanceと共起する動詞頻度順 
 
表２は、resistance と共起する動詞を頻度順
に示したものである。恐らく、resistance 
と聞けば、ネイティブは直感的に confer が
頭に浮かぶと思われる。ネイティブの論文英
語では、confer の頻度が突出している。一方、 
日本人英語では、show の出現頻度が1位にな
っており、「抵抗性を示す」とい日本語表現
をそのまま英語に置き換える傾向が強いと言
える。表１の例と同様に、日本人研究者は、
論文においてはギリシャ・ラテン語由来単語
を優先使用するという原則を理解していない
実例である。英語で情報を発信する際、単語
の使用域の差異を意識し、論文英語・口語英
語それぞれに相応しい表現を使って情報発信
する必要がある。 
 紙幅の制約上、ここでは、具体的事例の提
示は簡潔化した。統計的手法による比較検討
結果、英語力格差改善に向けての提言などは、
以下のリストに載せてある論文他でまとめ
て発表した。 
 単語のコンコーダンス・共起情報などを即
時に提示するシステは以下のサイトで一般
公開中であり、誰でもアクセスして利用でき
る。 
 
//http://lsd.pharm.kyoto-u.ac.jp/ja/ind
ex.html 
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enhance 32 confer 20 
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